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1. 事業の概要 

本事業は、国際交流基金が主催する日本と中国の大学生同士による文化交流プロジェクト

である。目的は単なる交流ではなく、互いの文化理解を深め、長期的な信頼関係を築く人

材を育成することにある。私は 2025 年度夏期の派遣メンバーとして選出され、下関市立大

学・北九州市立大学・西南学院大学・宮崎公立大学の計 6 名からなるチーム「Wisterina」

のリーダーを務めた。 

 

2. 企画立案（5〜6 月） 

5 月より、日中交流イベントの企画書作成を開始した。9 月の渡航期間が中国の「中秋節」

と重なることから、私たちは 日本の“お月見文化”と中秋節を融合した総合型交流イベント 

を構想した。テーマは「衣食住」。日本文化を視覚・体験・食の三方向から感じてもらうこ

とで、言語に頼らない“体感的な交流”を目指した。しかし、メンバーの大学・専攻・生活リ

ズムは全く異なり、就職活動やアルバイトとの調整も難航した。ミーティングは早朝や深

夜に行うことが多く、全員が疲れを抱えながら進める期間だった。それでも「絶対に妥協

しない」という共通意識を保ち、議論を積み重ねた。6 月には書類選考を通過し、6 名で臨

んだ面接も無事合格。ここで初めて「中国でイベントを開催する責任」を現実として自覚

した。 

 

3. 事前交流（7〜9 月） 

渡航前のオンライン交流では、Wisterina が主導して次のような企画を実施した。 

 • 藍染体験の事前学習（日本の伝統色・模様の意味を紹介） 

 • 日本アニメ・流行語から学ぶ「今」の日本文化 

 • 「日本の中に潜む中国文化」「中国の中に潜む日本文化」の相互探究 

 • 済南ふれあいの場の学生による山東省紹介・ふるさと紹介 

 

渡航前に信頼関係を築くことを目的としたが、当初は画面越しゆえの距離感を強く感じた。

そこで私自身の失敗をあえて笑いに変えて共有したり、相手の名前を積極的に呼んだり、

意見を自然に引き出す工夫を行った。交流を重ねる中で、中国側の学生のプレゼン力の高

さや、日本文化への興味の深さを知り、「イベントの質をさらに上げなければ」という危機

感が生まれたことを覚えている。同時に、初対面の学生同士で企画を改善し合う空気が生

まれたことは、大きな自信につながった。 

 



 

4. 事前研修 

8 月には、さいたま市の国際交流基金日本語国際セン

ターにて事前研修が行われた。ここでは、過去に本事

業で中国へ渡航した先輩方によるプレゼンテーショ

ンや、現地での姿勢やファシリテーションのあり方に

ついて具体的な学びを得ることができた。Wisterina

のメンバー全員が対面で集まったのは、この研修が初

めてであった。私たちは、これからの活動を進めるう

えで「どのようなチームでありたいか」を改めて話し

合い、「 誰一人欠けてはいけないと思えるチーム」「達

成感を同じ熱量で共有できるチーム」「個々の成長を

心から喜び合えるチーム」という三つの目標を掲げた。先輩方の言葉や体験談は、私たち

に今必要な姿勢や不足している視点を自覚させ、渡航事前研修がこの事業に臨む覚悟を固

める重要な機会であることを強く実感した。 

 

5.中国渡航と現地交流（9 月、山東省済南・山東師範大学） 

約一週間、山東省済南市の山東師範大学にある済南ふれ

あいの場を訪問し、現地学生と交流を行った。まず、中

国文化の理解を目的に、切り絵体験や伝統菓子の制作・

試食を行った。文化的背景を丁寧に解説していただきな

がら体験することで、表面的な知識では得られない奥行

きある学びとなった。約 2 万人が学ぶ山東師範大学の学

食は、私にとって強い印象を残した。一つの大学がまる

で一つの都市のように機能しており、キャンパス内だけ

で生活が完結する利便性とスケールの大きさに驚いた。学食では、ふれあいの場の学生が

常に寄り添い、注文や支払いまで細かくサポートしてくれた。飲み物や食べ物を惜しみな

く分け合ってくれる姿からは、その温かさと深い愛情を全身で感じる時間となった。また、

山東師範大学の日本語学科 3 年生の授業に参加し、日本の文化や方言をテーマに、クイズ

形式のプレゼンテーションを行った。参加者の皆さんはとても熱心で、楽しみながら日本

について学んでくれた。質疑応答の時間には多くの質問やコメントが寄せられ、互いに学

び合える有意義なひとときとなった。メインイベントでは、多くの来場者を迎え、企画を

三つのブースに分けて運営した。イベント準備期間は、気づけば、外の空が暗くなってい

たことを今でも鮮明に覚えている。限られた時間の中で誰もが役割を超えて動き、少しの

妥協も許さずに準備を進めた時間は、最も一体感を持てた瞬間であった。 

 



■「衣」ブース：藍染体験 

日本の伝統技法である藍染を体験しても

らい、色の意味、文様の特徴を紹介。翌

日には、自分で染めたてぬぐいを鞄に付

けている学生の姿も見られ、交流が形と

して残ることの大切さを改めて実感した。 

■「食」ブース：みたらし団子・あんこ

団子作り／抹茶点て体験 

中国学生はみたらしの味に驚きを示し、抹茶点て体験には長い行列ができた。食は国境を

超えて最も盛り上がる交流であり、「おいしい」の共有が関係の距離を一気に縮めた。 

■「住」ブース：日本の“夏”フォトスポット 

皿倉山の夜景と月の映像を正面に、打ち上げ花火の背景で日本の夏を演出したフォトスポ

ットを設計。日本文化を知ってもらうだけでなく、日本の情緒そのものを体感してもらう

意図で作り上げた。 

どのブースでも予想以上に参加者が集まり、休む間もなく対応し続けるほどだった。 

文化の違いを超え、笑顔と会話が自然に生まれていく光景は忘れられない。 

 

最終日は、中国・山東省の省都である済南市

にてフィールドワークを実施した。訪問先は、

趵突泉、千仏山、山東省博物館の三箇所であ

る。済南は「泉のまち」として知られ、市内

各地に湧き出る清らかな泉が特徴的である。

特に趵突泉はその代表格であり、豊かな水量

と美しい景観から、古くから多くの文人墨客

に愛されてきた。現地で実際に泉を目にする

ことで、自然と人々の暮らしが密接に結びつ

いている様子を体感することができた。千仏山では、山道を登りながら石仏群を見学し、

宗教的・歴史的背景について理解を深めた。眺望も印象的で、済南の地形的特徴を実感す

る貴重な機会となった。山東省博物館では、山東地域の歴史と文化に関する多様な展示が

行われていた。特に、高校時代に学んだ孔子や孟子に関する展示に触れた際には、過去の

学びが現地での体験と結びつき、学ぶことの意義を改めて実感した。ふれあいの場の学生

が日本語で各地の歴史や特徴について説明してくれた。事前に学習を重ね、日本語で伝え

ようとする姿勢に触れたことで、交流への真摯な思いが伝わり、何よりも嬉しく感じた。

今回のフィールドワークを通じて、書物や授業だけでは得られない、現地ならではの気づ

きや感動を得ることができた。 

 



6. 活動を通じての学び 

① リーダーとして調整力の重要性 

大学や生活リズムの異なる 6 人をまとめ、日程調整・役割分担・オンライン会議を回すこ

とは想像以上に困難だった。意見がぶつかる場面もあり、全員のモチベーションを一定に

保つ難しさを感じた。しかし、この過程で 「全員が主役になれる環境づくり」 の重要性

を学んだ。 

② 国際交流は完璧な語学力よりも「態度と熱意」が大切 

日本語を専攻している学生たちとの交流の中で、一生懸命日本語で伝えようとしてくれる

姿勢に勤勉さと私たちへの敬意や思いやりを実感した。わたしたちも少しでも相手の言語

で感想や想いを伝えたいと思い、中国語が堪能でない中でも、間違いを恐れず伝える姿勢

を持ちながら共に過ごした。 

③ 日本文化を説明できる自分への変化 

藍染・抹茶・団子・月見文化など、当たり前だと思っていた日本文化を“言語化して説明す

る難しさ”を経験した。その過程で、自分自身の文化理解が深まり、日本について語る責任

を強く意識するようになった。 

④ 「相手の立場で考える力」が飛躍的に伸びた 

中国学生の反応や興味を観察しながら、ブースの見せ方や説明内容を即興で変える場面も

多かった。これは就職活動や今後のキャリアにも間違いなく活きる能力だと感じている。 

⑤当たり前の違いを受け入れる姿勢の重要性 

活動を通じて最も強く実感したのは、日中双方が「当たり前」としているものが、想像以

上に異なるという事実である。トイレ、学食、寮、図書館といった生活空間から、文化的

な価値観や行動様式に至るまで、その違いは数え切れない。しかし私は、それらを戸惑い

やショックとしてではなく、むしろ新しい発見として前向きに受け止めることができた。

異なる当たり前を尊重し、柔軟に受け入れる姿勢こそが、異文化交流を豊かにし、自身の

成長に繋がるのだと実感した。 

 

7. まとめと今後の展望 

この日中交流事業は、単なる海外経験ではなく、企画立案、異文化理解、チームマネジメ

ント、実行力のすべてを求められる総合型プロジェクトであった。特にリーダー経験を通

して、私は、「人をまとめる難しさ」「文化を伝える責任」「相互理解が生まれる瞬間の喜び」

を強く学ぶことができた。今後は、今回の経験を生かし、地域と海外をつなぐ交流事業や

国際教育の分野にも挑戦したいと考えている。また、中国で出会った学生とのつながりを

継続し、「日中の架け橋」として自分ができるアクションを続けたい。日中交流にご関心の

ある学生の皆さんには、ぜひこのような機会に積極的にチャレンジしていただきたいと思

います。異文化に触れ、互いの理解を深めることで、新たな気づきや学びが得られる貴重

な経験となるはずです。国際交流基金日中 21 世紀交流事業 | 大学生交流事業 
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